
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

｝

料 “

　（7） 中性 に した 5％ 黼 蕕で もや は り多少凝集 が起 る が此 ¢ 瞭 も例へ ば 0．02％ 位に ク エ

ン 酸 ソ ーダを加 へ て 置 くと安定 に なる ． 此の 事 か ら多價陰イ オ ン の 作用は ， 媒質の 1 オ ン 強度

に 關す る もの で な くi 直接血球の 電荷に變化 を與 へ る もの と考 へ た い
。

　（8 ） 卵白溶液 」 は げしい 震盪 （恐 らく部分溶血 ）， 溶 血 した ヘ モ グ ロ ビ ン 液 ， 溶血 を起 さぬ

程 度の レ チ チ ン i タ ウ ・ コ ール
酵ソ ーダに も安 定作用が有 る 。 從つ て 洗滌に依 つ て 除力幽 る も

の が （5）の 多價陰イ オ ン で有 ると圭張す る もの で はな い
。

　（9） 電氣泳動に よる實驗は追つ て 試みて みたい と思つ て ゐ る 。 ．

　　　　　　うすめた海水 に入れ た
．
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SHuzo 　IsHIDA ＆ TERuYosI　K ▲wAMuRA

　　　東 北 帝 固 大 學 漉 轟 臨 海 貰 驗 所

　昭和 牌 年 6 月 ・14 日朝 ． 淺蟲臨 海實驗所水族舘の水 槽中に 海産の 卵胎 生魚 ム ラ ゾイ ＆ bas−

tdehthys　
’
pachyeepahalus（TmtMnicK ＆ SCHLEGEt）が 生 ん だ多數b稚魚を見出 した 。

　（1）　 こ の 稚魚 に對 す る低蝦度の 影響 を見 る 貝的 で ， 100％ ，
80％ 及び 50％ 海 水く総鹽分量

約 339価 の 海水 を 100％ と し ， 他 はこれ セ水道 水で うすめた）を約 10　cc つ つ ベ トリ皿 に 用
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意 して 各 々 に 3 尾また は 4 尾の 稚魚 を入れ ， 時 々 呼吸蓮動 （鰓蓋の 闘閉） と心臓縛動の 數を計

りなが ら觀察 したが ， 豫想に 反 して 10e％ 海水 に い れた椎魚 は最 も早 く 1 聟夜内外で死 に ．

80％ の もの は 4 尾 の うち 2 尾は翌日 ， 他 の 2 尾は實驗第 3 日 の 朝をで生 きて 居 り， 最 もう
’

すv ・ 50％ 海水に い れた もの が 最 も長 く 4 笠夜か ら 7 豊夜に わた つ て 生 きて ゐた 。

　第 1圖にみ るや うに ， 呼吸蓮動の 囘數 （實驗中の温 度は 19〜20°

ぐらゐで あつ た）は うす い

海 水の なか で 概 して低 い 値 を示す 。 心臓搏動數に も （80％ と 50％ とを比較す る と）その 傾向

が あ り ，
100％ 海水の もの に較 べ る と ， うす めた海水の もの は數値の 變動ボ激 し くなV ・

。 要す

るに稚魚 は 3っ の 濃度の うちで は 50％ 海水 の なかで 最 も干靜な呼 吸歌態 を示すや うに 思はれ

る 。 鬪は偶 體差 な ど を無視 した甼均値を示 す もの で あるが ， 各計測時 に お ける最高値と最低随

と の 開 きは 50％ 海水 の もの が 最 も少 く ，
80％ 海水 の もの が 多か つ 7c。

　（II） …知匸 100％ s75 ％ ，
50％ 及び 25％ 海水 を 100ccつ つ とり， 各 泌 は 10 尾つ つ の 稚

魚を 入れて 死 んだ もの を取 り除 きつ 玉毎 日 の 生 き殘 りの 數を記録 したと と ろ ，第 2 圖に み るや

うに 100％ 海 水申で は 3 晝夜で宇數以 下に滅つ た の に對 し ， 75％ と 25％ で は 7 目閲に 4

尾 死 に ，50％ 海水 中で は全部 が 8 日 目まで 生 きて ゐた 。

　（III）上 蓮 の 結果か ら見る と ム．ラ ゾ イの 稚魚 に對 して は親 の 住 んでゐた普通の 濃度海水が最

も不適當で ， 牛分に うす めた海水が最 も適當 して ゐ るや うであ る 。 海産魚が意外に低い 鹹度に

弼 え る こ と を田村氏（田村正 ， 194Z水産學雜誌 」 5G 號 ）が報告して 居 られ るが ， こ の ム ラ ゾ ィ

の 稚魚の場合 は單 に 耐へ る の みな らす ， 低鍼慶 の 方が む しろ好適なの で あ る 。 そ の 生態學的 な

意義は不明 で ある 。
50％ 海水 は海産魚の 體液の 滲透壓に 似た程 度の 値 （d ＝ ca ．0．88

°

）を有す

るか ら ， 上 記の 現象は水槽内の 條件に よ る異常早 産の 結果で あ らうか と も推測 され るが イ稚魚

は長 さ約 7m 皿
， 脂部 に卵黄及び 油滴を存 し ， 胸繕に放射状 に色素胞の 排列が見 られ るが鰭條

は未だ不明瞭で あつ た）， 確 か な判定は將來に 俟つ こ と とす る 。
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